












Mahabharata (MBh) 第VI巻(Bhï~maparvan) の巻頭は、開戦直前の




















yada tu vi~amlbhãvam avisanti parasparam/VI.6.8cd/ 
tada dehair dehavanto vyatirohanti nanyatha/ /羽.6.8ef// 
一方、[諸元素が]互いに不均衡の状態に陥るときには「身体をもつもの」た
ちは、一様に、身体を離れて[次の身体に]乗ります。
この「身体をもつもの (dehavat)J は、 Upani~ad や Bhagavadgïtã に現




おlUpurvyadvinasyanti jayante canupurvasal}./ 
sarvalJY aparimeyani tad e~ãrp rupam aisvaram/ /羽.6.9// 
tatratatra hi drsyante dh亙taval}.pancabhautikal}./ 
te肩甲 manu~yãs tarkelJa pramalJani pracak号ate//VI.6.10/ / 
acintyal}. khalu y巴 bhavana tarps tarkelJa sadhayet/ 













則3) に従って生滅するからである (VI.6.9)。このテキスト (VI.5-13)の基
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調となる思想がここにこのように示された。 Dh:çtarã~tra が「大きさ」を
尋ねた (VI.5.7; 6.2)大地についてこの後 Sanjayaはいよいよ説明を開始
するが、その大地もまた、それを拠り所とする生き物たち(の身体)とも
ども常住たり得ない。一一VI.9.15以下、乳海の北に住みそれ自身(世界の)
収束 (sarp.k~epa) であり展開 (vistara) である主、 Hari.VaikuI，.lthaを
説明された Dh:ctara科目が次のように嘆じるのは、この観念に呼応して
いるのである:
asarp.sayarp. sutaputra kalalJ sa平均ipateiagat/ 






同じテキストが PadmapuraI，.la(Anandasrama ed. 1.3.1-9.40; Ven. 




Kosmogra.ρhieの 1.Abschnitt Iでその内容を記述しているが、 Welt.
gebaudeでは、現存諸本を対照しつつ新旧二種の「原テキスト」の復元を
試みている。一般の読者のために概略を紹介したものとしては、 Jacobiの


























































に位置する領域 (var~a) 、Ilãyt'ta である。羽.7.7-11に言う:
dak~iQena tu nilasya ni~adhasyottareQa ca/ 
pragayato maharaja malyavan nama parvatat;/ /VI.7.7 / / 
tatat; pararp malyavata担parvatogandhamadanat;/ 
parimaQQalas tayor madhye meru与kanakaparvatat;//VI.7.8/ / 
adityatar明abhasovidhuma iva pavak咋/
yojananarp sahasra♀i号oQasadha己kilasmrta与//礼7.9//
uccais ca caturasitir yojanana早 mahipate/
'iirdhvam antas ca tiryak ca Iokan avrtya ti~thati/ /VI.7.10/ / 
tasya parsve tv ime dVIpas catvarat; saqis出ita):;prabho/ 
bhadrasva与ketumalasca jambiidvipas ca bharata/ 













脈は Meru をはさんで Nlla とNi~adha の聞を南北に走っているの。
MBhの Malyavatはr5万ヨージャナにわたって立っている (yojananarp
sahasr匂ipancaSan malyavan sthita与//VI.8.27cd/ /) Jとされる。これが
高さを表すのか、東西方向の長さを示すのかは明言できないが、 Meru山
の高さ 8万 4千ヨージャナとともに、羽.6-11における SudarsanadVIpa
の大きさを知るための限られた手掛かりとして記憶すべきである。次に
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Meru山が「下方にJ 1万6千ヨージャナ延び、その周囲には四つの「島












tasya sailasya sikharat k号iradharanaresvara/ 
trirpsadbahuparigrahya bhimanirghatanisvana/ /羽.7.26// 
pUl}ya pu翠yatamairjUi'ta ganga bhagirathi subha/ 
pataty ajasravegena hrade candramase subhe/ 

























れることはよく知られている。 Kirfelも Schubringも、 MBhにおける
四つの "dvipa"への言及と仏教徒の世界観との類似には関心を寄せてお
り、大地を四分する観念の古さを論じている (Kirfel，Kosmogra，ρhie， 





るが、 MBh のこの箇所で、「我々」がいる土地(Bharatavar~a) から隔
たった島の名として現れるのはこの強引な編纂による。
2-2.多島説(VI.12.1-13.5D) 










この陸地は Jambukhal}cla(VI.12.1)とも、 Jambuparvan (VI.12.5)、
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1) 以下、 VI.6.4-10cdは MBhIII.202.3-10abと類似している。
2) Kathopani号ad5ム7;Svetasvataropani号ad5.11，12; Bhagavadglta 2. 
13，22 
3) ここにその法則は説明されていないが、五元素とその性質 (gUl;la)との
関係から推して MBhXII .224.35-39; 225.3-10に述べられているもの
と同じであると思われる。それによると、より根元的な存在から発して
きた元素は自ら展現しながら、新たな性質(gUlJa)を一つずつ加えた次











7) Kirfel， Kosmographie p.93; Weltgebaude l.Textgruppe 2.Kapitel 
32 (p.12)， 2.Textgr. 2.Kap. 37-39cd (p.95) 
8) Kirfel， Weltgebaude 2.Textgr. 2.Kap. 46-47 (p.100) 
9) Kirfel， Kosmographie p.93; Weltgebaude l.Textgr. 2.Kap.4 (p.7)， 
2.Textgr. 2.Kap. 42 (p.97) 
10) "dVlpa iva dVlpal}. nadyantaratvad var号aI}i(島々 [というの]は河の
聞であることによって島々の知く[になっているの]であり、[実際は
地上が区分されて出来た]領域である)"
11) dak:;iI}ena tu nllasya ni号adhasyottareI}atu/ 
sudarsano nama mahan jambuvrk:;;al}. sanatanal}./ /VI.8.18/ / 






12) 半島状でも dVlpaと呼ぶことは、両 (dvi)側に水 (ap)をもっという
語源から、あるいは Sudarsanadvlpa上の「兎」の両耳にあたる亜大陸
が Nagadvlpa，Kasyapadvlpaと呼ばれている (VI.7 .52cd)ことから
も可能だと考える。
13) 小摩崖法勅:"jarpbudlpa (Sahasram， Gavimath， Brahmagiri)， 
jarpbudipa (Rupnath， Bairath) [skt. jarpbudvlpa; jarpbu = jarpbil] " 
(文学部助手)
